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ハチは社会を作ると１匹１匹が得をすることが明らかに 

 

 

研究成果のポイント 

 ・複数のメスが協力した場合のみ，幼虫の生存率が大幅に上がることを解明。 

・娘バチは自分の子を産まず親の元で働くと，独立するよりはるかに利益が大きいことを証明。 

・自分で子供を産んだ上で非血縁者と協力した場合も，子育てに成功することを解明。 

・社会的な協力を維持するために必要な条件の解明に貢献。 

 

 

研究成果の概要 

メスだけが働く社会性ハチの働きバチが，なぜ自分の子を産まずに母の子を育てるのかはダーウィ

ン以来の未解決問題でした。社会を作るメスと単独で巣作りするメスが共存するシオカワコハナバチ

で調べたところ，複数のメスが協力すると幼虫の生存率が大幅に上昇し，娘バチは母親経由で単独メ

スより多くの遺伝子を残していました。血縁関係のないメス同士の場合，それぞれのメスが自分の子

を産み，やはり単独のメスより多くの遺伝子を残していました。協力の大きな利益により各個体が得

をするので，社会が維持されることが明らかになりました。 
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研究成果の概要 

（背景） 

進化生物学の開祖ダーウィンの自然選択説は，残す子供の数がより多くなる性質が進化することを

予測します。しかしダーウィンは，社会をつくるハチやアリのワーカーにみられる，自分で子を産ま

ず女王のために働くという性質が，自らの子を産まないにもかかわらず，なぜ自然選択により進化で

きたのかわからない，という疑問を残して世を去りました。この疑問に対して，1964 年に W. D. ハ

ミルトンは，社会をつくると自分で子を産まなくても母親である女王の残す子供の数が増え，母親経

由で弟妹に伝わるワーカーの遺伝子量が増えるからだという理論的な説明を与えていますが

（Hamilton 則），以来 50 年を経ようとする今も，実際のハチ・アリで証明されたことはありません。

この問題は，ヒトの社会にまで共通する社会システムの進化機構の重要な未解明問題として，長い間

検証が待たれていました。 

（研究手法） 

シオカワコハナバチという社会性のハチでは，ごく一部のメスが単独で巣作りすることを利用し

て，単独のメスと協力するメスの次世代への遺伝子伝達量を測って直接比較することにより，上記仮

説を検証しました。 

（研究成果） 

複数のメスが協力する巣では，幼虫の生存率が単独の巣より９倍ほども高く，結果として，そのよ

うな巣のメスは多くの子を育てられることが明らかになりました。単独だと，成虫が餌集めに出かけ

ている間は幼虫が補食されないように見張ることができず，幼虫の生存率が下がるようです。母親と

協力する娘は，幼虫の高い生存率により，直接子供を産まないというコストを払うにもかかわらず，

単独で巣を営む同世代のメスよりも，母親経由で次の世代に伝わる遺伝子量を大幅に増やしているこ

とがわかりました。中には，血縁関係のないメス同士が直接産んだ子を協力して育てることで，多く

の子を残すことに成功している巣もありました。協力相手が非血縁者の場合は自分の子を残すことで

直接遺伝子を伝え，母親と協力する場合は母親経由で間接的に遺伝子を伝えていることが明らかにな

り，社会構築には幼虫の生存率を大きく高める効果があり，それが各協力個体の利益を高めているこ

とが示されました。 

これらの結果から，Hamilton 則が成立していることが証明され，社会構築の利益が還元されること

で個々の利益が高まるが故に，自身の子をあきらめるというコストを払ってでも社会的協力が維持さ

れることが明らかになったわけです。 

（今後への期待） 

今後は，ヒトをふくむ様々な生物に見られる社会的協力の維持機構を，社会参加のために参加個体

が支払う社会構築のコスト（ヒトならたとえば税金，ハチなら直接産仔数の減少）と，社会参加によ

り得られる参加個体の利益の観点から理解することで，永続的な協力がいかにして可能になるかが明

らかになることが期待されます。 
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社会を作るワーカーが単独のメスよりも多くの利益を得る機構 

 


